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・会頭退任あいさつ
・会頭就任あいさつ
・宇都宮商工会議所 第49期役員・議員
・宇都宮商工会議所 歴代会頭

商工会議所新体制
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●小規模企業共済
●ノーコード活用セミナー
●ショート動画活用セミナー
●カスタマーハラスメントセミナー
●女性活躍促進セミナー

●セーフティ共済
●ザ・ビジネスモール
●新年賀詞広告募集
●マル経融資

今月号の折込

〈有料折込事業〉（ビジネス情報便）
●日経の次世代人材育成プログラム
　（日本経済新聞社エリアセールスユニット）

●がんリスク検査（N-NOSE）実施のお知らせ
　（（一社）未来富検診サポートセンター）
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13| うつのみやのルーツを探る　14| キタカンだより　15| ナンプレで脳トレ
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令
和
７
年
度
臨
時
議
員
総
会
並

び
に
第
3
回
常
議
員
会
を
11
月
４
日

（
火
）に
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

し
、
第
49
期
役
員
の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。
藤
井
昌
一
会
頭
の
退
任
表

明
を
踏
ま
え
、
役
員
推
薦
委
員
会

に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
、
会
頭
・
常

議
員
・
監
事
の
推
薦
案
が
臨
時
議

員
総
会
で
承
認
さ
れ
、
新
会
頭
に

喜
谷
辰
夫
氏（
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
栃

木
㈱ 

代
表
取
締
役
会
長
）が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

副
会
頭
に
は
、
齋さ

い

藤と
う

貞さ
だ

大お

氏（
フ

タ
バ
食
品
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
・

再
任
）、
戸と

塚づ
か

正し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

氏（
㈱
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

顧
問
・
再
任
）、
山や

ま

川か
わ

浩こ
う

市い
ち

氏（
㈱
足
利
銀
行 

取
締
役
専

務
執
行
役
員
・
新
任
）、
関せ

き

口ぐ
ち

快か
い

太た

郎ろ
う

氏（
㈱
関
口 

代
表
取
締
役
社
長
・

新
任
）を
選
任
し
、
新
た
な
役
員
・

議
員
に
よ
る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
顧
問
・
参
与
の
委
嘱
や
、

永
き
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
に
尽

力
さ
れ
た
退
任
役
員
・
議
員
に
対
す

る
表
彰
お
よ
び
名
誉
会
頭
・
名
誉

議
員
の
名
称
を
贈
る
こ
と
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
会
頭
は
、
第
48
期
の
任

期
を
全
う
し
、
喜
谷
会
頭
へ
商
工

会
議
所
の
歴
史
を
着
実
に
引
継

ぎ
ま
し
た
。

　

新
体
制
の
も
と
会
員
の
皆
さ

ま
や
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
全

力
で
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
第
22
代
会
頭
に

喜き

谷だ

に

辰た

　つ

夫お

氏
を
選
任

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
第
49
期
の
議
員
改
選

に
あ
た
り
、
藤
井
会
頭
の
後
任
と
し
て
第
22

代
会
頭
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
経
済

を
牽
引
す
る
地
域
総
合
経
済
団
体
の
会
頭
と

い
う
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
、
身
に
余

る
光
栄
に
存
ず
る
と
と
も
に
、
重
責
を
担
う

覚
悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
で
は
女
性
初
の
首
相
が
誕

生
し
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

新
政
権
は
、「
経
済
あ
って
の
財
政
」の
考
え
方

の
も
と
、
持
続
的
な
賃
上
げ
と
企
業
支
援
を

進
め
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
や
半
導
体
な
ど
の
戦

略
分
野
へ
の
投
資
を
強
化
し
、
強
く
し
な
や

か
な
経
済
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
姿
勢
を
示

し
て
お
り
、
よ
り
積
極
的
に
経
済
対
策
を
行

う
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
世
界
経
済
は
不
透
明
さ
を
増
し
、

米
国
関
税
措
置
の
影
響
や
長
引
く
物
価
高

騰
、
人
手
不
足
な
ど
、
企
業
経
営
を
取
り
巻

く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
宇
都
宮
市
で
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
累
計
利
用
者
が
１
０
０
０
万
人
を
突
破
す

る
な
ど
、
市
民
生
活
の
足
と
し
て
浸
透
し
、

交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
駅
西
側
へ
の
延
伸
に
伴
い
、
西
口
エ
リ

ア
の
再
開
発
も
本
格
化
し
、
駅
の
東
西
が
一

体
と
な
る
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に

期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

当
所
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
会
員

　

こ
の
た
び
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
会
頭

を
退
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
元

年
の
就
任
以
来
、
６
年
間
に
わ
た
り
、
多
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
商
工

会
議
所
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
会
員
の
皆

さ
ま
と
出
会
い
、
共
に
地
域
経
済
の
発
展
に

取
り
組
む
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

私
の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
と
い
う
新
し
い

時
代
は
未
曾
有
の
出
来
事
が
続
き
ま
し
た
。

台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
、

そ
し
て
何
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
い
う
歴
史
的
危
機
に
直
面
し
、
地
域
経
済

は
深
刻
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
感
染
症
の

世
界
的
な
拡
大
は
、
売
上
の
急
減
、
取
引
先

の
減
少
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
な
ど
、

企
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
営
業
自
粛
や
外
出
制
限
な
ど
の
影
響

は
顕
著
で
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、

迅
速
な
情
報
提
供
と
相
談
体
制
の
強
化
に
努

め
、
持
続
化
給
付
金
や
一
時
支
援
金
な
ど
の

制
度
活
用
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
専
門
家
に
よ

る
個
別
支
援
や
資
金
繰
り
の
相
談
対
応
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
収
束

後
に
は
販
売
促
進
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
皆
さ
ま
と
共
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
も
深
い

感
慨
と
大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
物
価
上
昇
や

人
手
不
足
、
人
件
費
の
高
騰
、
事
業
承

継
な
ど
地
域
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
喜
谷
会
頭
の
さ
ら
な
る
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
会
員
の
皆
さ

ま
、
そ
し
て
役
員
・
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

今
後
と
も
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

企
業
を
は
じ
め
地
域
企
業
が
厳
し
い
事
業

環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
持
続
的
経
営
を

展
開
で
き
る
よ
う
、
企
業
の
自
己
変
革
へ

の
挑
戦
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
つ
つ
、

企
業
活
力
の
強
化
、地
域
経
済
の
活
性
化
、

政
策
提
言
お
よ
び
組
織
・
財
政
基
盤
の
強

化
を
施
策
の
柱
と
し
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
事
業
継
続
に
向
け
た
積
極
的
な
挑

戦
を
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
地
域

経
済
と
地
域
社
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
、就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会 頭
　喜谷 辰夫氏

副会頭 
　齋藤 貞大氏

副会頭 
　戸塚 正一郎氏

副会頭 
　山川 浩市氏

副会頭 
　関口 快太郎氏

　
　

会
頭
退
任
あ
い
さ
つ

会
頭
就
任
あ
い
さ
つ

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所

名
誉
会
頭   

藤
井  

昌
一

宇
都
宮
商
工
会
議
所

会
頭   

喜
谷  

辰
夫

 　

　　 　　

特集     商工会議所新体制

第22代会頭に選任され、議事を進める喜谷会頭

任期満了に伴い退任された藤井前会頭 ( 左 ) に
喜谷新会頭から感謝状贈呈

新再再新新

特集  商工会議所新体制
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第49期 役員・議員

会

　頭

副
会
頭

副
会
頭

副
会
頭

副
会
頭

専
務
理
事

常
務
理
事

監

　事

監

　事

監

　事

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

常
議
員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

喜
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戸
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山
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歴
代
会
頭

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

第
49
期
役
員
・
議
員
［
任
期
：
令
和
7
年
11
月
1
日
〜
令
和
10
年
10
月
31
日（
敬
称
略
）］

明
治
26（
１
８
９
３
）年
に
設
立
さ
れ
た
当
所
は
、
1
3
0
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
商
工

会
議
所
で
す
。
当
所
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た
歴
代
会
頭
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

明治27年２月〜明治28年９月

明治30年３月〜明治30年９月

明治 30年９月〜大正３年６月

大正３年７月〜昭和４年４月

〈第１期〉

〈第2期〉

〈第３期〜第11期〉

〈第11期〜第15期〉

上野  松次郎

田中  勝次郎

明治28年９月〜明治30年３月
〈第２期〉

篠崎  安平
第２代

昭和４年４月〜昭和６年１月
〈第16期〉

福田  富次郎
第６代

上野  松次郎（順一）
第７代

横倉  正吉
第８代

玉木  栄吉
第10代

上野  小七
第11代

保坂  正七
第12代

高橋  栄作
第13代

北村　光弘
第18代

関口　快流
第19代

藤井  清
第16代

増渕　正二
第20代

𥱋  郁夫
第17代

荒牧  春三郎
第14代

小平  重吉
第９代

初代・第4代

第3代・第5代

　宇都宮商工会議所は明治26年8月12日、全国37番目として誕生し
た宇都宮商業会議所にさかのぼります。
　昭和３年には商工会議所法施行により名称を宇都宮商工会議所と
改め組織強化や活動促進が図られましたが、戦時下の昭和18年に商
工経済会に再編成され本来の活動は一時中断を余儀なくされました。
　戦後になって商工会議所制度が復活すると、昭和21年にいち早く

（社）宇都宮商工会議所として再発足し、昭和28年に施行された現行
「商工会議所法」に基づく特別許可法人として、また地域商工業の振
興発展と社会福祉の増進を図る唯一の地域総合経済団体として今日
に至っています。
　現在、商工会議所は全国515都市（日本商工会議所除く）に存在し、
商工業を中心とした地域経済の振興や会員企業のサポートに努めてい
ます。

設立時の旭日館（明治 26 年〜昭和 3 年）

大
谷
石
造
り
の
旧
商
工
会
議
所

（
昭
和
3
年
〜
昭
和
54
年
）

昭和６年１月〜昭和16年３月昭和16年４月〜昭和18年９月

昭和22年５月〜昭和29年５月昭和29年５月〜昭和36年６月昭和36年６月〜昭和49年６月昭和49年６月〜昭和55年３月

平成22年11月〜平成29年６月平成29年７月〜平成31年1月 平成元年７月〜平成10年10月平成31年3月〜令和元年10月 平成10年11月〜平成22年10月

昭和55年３月〜昭和55年６月

昭和21年11月〜昭和22年４月
〈第16期〜第18期〉〈第19期〉

〈第20期〜第23期〉〈第24期〜第26期〉〈第27期〜第31期〉〈第32期〜第33期〉

〈第44期〜第46期〉

藤井　昌一
第21代

令和元年１１月〜令和７年１０月
〈第４７期〜４８期〉

喜谷　辰夫
第２２代

令和７年１１月〜
〈第４９期〉

河合  順之助
第15代

昭和55年６月〜平成元年６月
〈第34期〜第36期〉〈第46期〉 〈第37期〜第39期〉〈第46期〉 〈第40期〜第43期〉

〈第33期〉

〈第20期〉

宇都宮商工会議所の歩み



令和7年8月1日～令和7年9月1日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください

旬彩・活魚　まる和 宇都宮市宝木町２－９４３－２７ 028－680－7254 創作和食居酒屋

とろろとぱん 宇都宮市西２－２－２９ 028－341－8923 パン

㈱リプレイ 宇都宮市西川田南１－５－４ 090－4629－6386 ECコンサルティング

プレイリーソリューションズ（同） 宇都宮市江曽島４－１１２５－１１ 028－612－7183 ＩＴシステム開発

㈱栃木美装 宇都宮市東原町２１－１４ 028－678－8195 ビル管理

㈱トライデントワークス 宇都宮市峰２－５－７ 080－7006－9662 イベント企画、グラフィックデザイン

㈱エックスディーエンターテインメント 宇都宮市峰２－５－７ 080－7006－9662 コンテンツ制作、企画、開発

㈱利恵製作所 宇都宮市瑞穂３－９－１７ 028－678－2266 金属加工

ホワイトニングショップ宇都宮 宇都宮市宿郷１－１９－１７　パースレジデンス宿郷３０２ 090－9213－6539 セルフホワイトニング

ファイナンシャルパートナーズ㈱ 宇都宮市今泉町３０２０－１ 028－624－3800 金融

㈱Ｒｏｕｇｈ＆ＤｉａｍｏｎｄｓＪａｐａｎ 宇都宮市鶴田町１９５２－６ 090－8012－1906 学習支援

（同）ミライフル不動産 宇都宮市天神２－４－３９ ウイングステイツ御本丸公園１０１ 090－9758－9326 不動産賃貸

眼とあたまの整体ｅｙｅ　ｓｈａ 宇都宮市西原町１９５－６４ 090－2162－3871 眼の低周波整体

佐野内装 日光市板橋１８７８－５４ 080－5171－8091 内装

（税）アミック＆パートナーズあすなろ事務所 宇都宮市金田町６３８－５ 028－674－3387 税理士事務所

（同）元就 日光市久次良町２４２ 090－1359－6404 動画企画・制作

事業所の名称 所 在 地 電   話  業種または取扱品目
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　新規出店や特定エリアの市場調査など、「商圏」の地域特性
を把握することは非常に重要です。
　そこで当所では、指定した地域の特性を数値化・見える化
したデータベース「商圏レポートＭｉｅＮａ（ミーナ）」を導入し、
皆さまに無償でレポート資料の提供、また、ご要望により、当
所専門家等によるレポート資料の解説も行っていますので、ぜひ
自社の商圏分析をしてみませんか。

　当所では 10 月８日（水）、佐藤宇都宮市長、塚田宇都宮市
議会議長および黒子副議長に、「企業活力の強化」「地域経
済の活性化」「夢あるまちづくり」を柱とする13 項目の要望
書を提出しました。
　要望事項は次のとおりです。

① 中小企業等における人材の確保について（拡充）
② 行政投資の地域企業への優先発注および取引適正化につ

いて（拡充）
③ カーボンニュートラルの実現に向けた企業の取り組み支援

について（拡充）

① 観光振興について（拡充）
② スポーツによるまちづくりについて（継続）
③ 宇都宮北西部地域の振興について（拡充）
④ 企業誘致、移住・定住の促進について（継続）
⑤ 友好都市との経済交流について（継続）

① ＬＲＴのＪＲ宇都宮駅西側延伸について（拡充）
② 中心市街地活性化について（拡充）
③ ＭＩＣＥ等の催事誘致とアフターコンベンションの充実強

化について（拡充）
④ 市内商店街への支援強化について（拡充）
⑤ 歴史・文化を大切にするまちづくりについて（拡充）

　この度、「令和8年新年賀詞交歓会」を開催します。
　知事や市長、当所会頭なども出席してごあいさつします。
　仕事始めの顔合わせ、ごあいさつに、ぜひご参加ください。

【日時】令和８年１月５日（月）午前 11 時〜
【会場】ホテル東日本宇都宮（宇都宮市上大曽町４９２-１）
【会費】  １人あたり2,000円（税別１,８１９円、消費税額１８１円）
※本事務局は、適格請求書発行登録事業者ではないため、イ
ンボイス番号が記載された領収書の発行ができませんので、
ご了承ください（登録番号の無い領収書の発行は可能です）。

【申込方法】
①当所ホームページからＷＥＢで申し込み後、会費を銀行振込
②当所ホームページから申込書をダウンロードし、必要事項

を記入し、会費を添えて窓口にて申し込み
※①または②のどちらかでお申し込みをお願いします。

①町丁名までの地域検索が可能
　調べたい商圏（500m、1㎞、3㎞、4㎞）で、「年代別居住人口」

「昼間人口」「主な業種別人口」「消費ランキング」などが調べ
られます。

②特性の見える化で地図表示が可能
　競合店の立地状況や町名と
世帯数などが地図として視覚
的に把握することが可能です。

【申込受付期間】令和７年 10 月 31日（金）～12 月１日（月）
※参加者名簿作成の都合上、期限厳守でお願いします。

【その他】当日は飲み物をご準備します（軽食は無し）。

商圏分析支援

宇都宮市へ要望書を提出

令和８年新年賀詞交歓会
新入会員の紹介 新入会員の皆さまをご紹介します

無料で御社の商圏を分析します

宇都宮市長、宇都宮市議会議長および副議長へ
令和８（2026）年度予算化および措置要望書を提出

新年のビジネスの始まりは「新年賀詞交歓会」から!

〈問合せ〉 総務部  ☎ 028-637-3131

〈問合せ〉 総務部  ☎ 028-637-3131

〈問合せ〉 経営支援部  ☎ 028-637-3131

申込はこちら

当所ホームページ内
「ＭｉｅＮａ」

　本商談会は、東京商工会議所と当所含む６０連携団体との共
催により開催いたします。事前エントリーした受注希望企業から、
商談したい企業を決めるマッチング制をとっており、確度の高い
商談が行えます。
■募集要項

【開催日】 令和８年３月６日 ( 金 )
【会場】 東京都立産業貿易センター 浜松町館（東京都港区海岸 1-7-1）

【参加費】 無料
【商談テーマ】  工業系ものづくり
金属製品、機械器具、関連業種（加工・組立・試作・供給）、
樹脂成型・加工 など

【参加対象】テーマに沿った発注案件をお持ちの企業
【申込期間】１２月１日開始予定、１２月２３日締切
（詳細は右記ホームページをご覧ください。）

全国ものづくり
受発注商談会 「発注企業」を募集！！

〈問合せ〉 地域振興部  ☎ 028-637-3131

公式
ホームページ

商圏レポート「ＭｉｅＮａ」の特徴

［利用料］

無 料

活
用
具
体
例

｢年収700万円以上の就業者が多いエリア｣を調査

開業場所をどこにする？① 高級飲食店

｢高齢者と一人世帯が多い地域｣を選定

PRのためのチラシをどこに配布する？② ハウス
　クリーニング業 要望書全文はこちらから

ご覧いただけます

佐藤市長（右）に要望書を提出する藤井会頭（左）

塚田市議会議長（中央）および黒子市議会副議長（右）に
要望書を提出する藤井会頭（左 )

レポート資料画像（抜粋）

令和 7 年 1 月の新年賀詞交歓会

I 企業活力の強化

II 地域経済の活性化

III 夢あるまちづくり



事業承継・引継ぎ支援センター
ホームページ

中小企業活性化協議会
ホームページ

中小企業庁
ホームページ

「税を考える週間」
（国税庁の取組紹介）

栃木県よろず支援拠点 【対象】
さまざまな経営課題を抱える
中小企業・小規模事業者等
【支援内容】
経営課題の特定→売上拡大支援等  

栃木県事業承継・
引継ぎ支援センター
【対象】
親族内承継・第三者承継を
実施しようとする中小企業等
【支援内容】
事業承継計画策定、譲受企業
とのマッチング支援等

【対象】
返済負担が大きい、
財務上の課題がある
中小企業等
【支援内容】
再生計画策定 、 
収益力改善支援等

3機関
連携

栃木県中小企業
活性化協議会

〈問合せ〉	宇都宮税務署  ☎ 028-621-2151
	 （自動音声が流れますので ｢２｣を選択してください）
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　当所が国から受託して事業を実施している栃木県中小企業
活性化協議会と栃木県事業承継・引継ぎ支援センターが、栃
木県よろず支援拠点と連携して、個別経営相談会を無料で実
施します。
　「売上が増えず、経営の先行きに不安を感じている」「借入
金の返済のめどが立たず困っている」「後継者がおらず、事
業承継に悩んでいる」など、お悩みを抱えている中小企業・
小規模事業者の皆さま、お気軽にご相談ください。相談内容
は秘密厳守します。

【日時】 11月 20 日（木）
①午前 10 時〜  ②午後１時〜  ③午後３時〜

【会場】当所２階常議員会室
【相談費用】無料
【申込方法】事前予約制。問合せ先に、お電話でご予約ください。

３機関合同
個別経営相談会

中小企業活性化協議会、事業承継・引継ぎ支援センター、
よろず支援拠点による３機関合同相談会を実施します

〈問合せ〉 栃木県中小企業活性化協議会 ☎ 028-610- 4110　 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター ☎ 028-612- 4338

　自然災害はどこでも起こりうるものであり、近年は頻発・激
甚化する傾向が顕著です。企業は、被害を最小限に抑え、事
業を早期再開するための事前準備（計画）が重要となります。
　そこで、中小企業庁では、事業者が策定した自然災害や感
染症などに対する事前防災・減災対策である「事業継続力強
化計画」（略称：ジギョケイ）の認定制度を実施しています。
地震や豪雨など頻繁に起こる自然災害等から、会社と社員を
守り、取引先から信頼を得られる「ジギョケイ」を、ぜひ策
定してみませんか。

　「補助金（小規模事業者持続化補助金やものづくり補助金）
の加点措置）」、「税制優遇」、「金融支援」、「民間損害保険の
割引」などの支援を活用することができます。
　当所では、専門家と連携し、事業者のジギョケイ策定支援

　国税庁では、毎年 11月 11日から17 日までの期間を
「税を考える週間」として、集中的にさまざまな情報を提
供し、国民の皆さまに税の役割などについて考えていただ
くほか、納税者の方からの税務行政に対するご意見やご
要望をお寄せいただく機会として設けています。
　国税庁ホームページでは、「これからの社会に向かって」

を無料で行っています（対象：小規模事業者）ので、策定に
ご興味のある方は、ぜひご連絡ください。

をテーマとした特設ページを設け、国税庁
の各種取組を発信しています。
　ぜひこの機会に、税について考えてみて
はいかがでしょうか。

「事業継続力強化計画」
策定支援 自然災害や感染症などの有事に備えませんか？

宇都宮税務署からのお知らせ 11月11日〜17日は「税を考える週間」です！

〈問合せ〉  経営支援部  ☎ 028-637-3131

無料の専門相談をご利用ください専門相談
会場 ： 宇都宮商工会議所 ☎ 028-637-3131

希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
当所ホームページから受付
事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、	
ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
中小企業診断士	
経営支援部

11月18日（火）、11月25日（火）、12月2日（火）
午前9時〜午後5時
栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
経営に関すること全般
栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
栃木県よろず支援拠点　☎028-670-2618
経営支援部

12月9日（火）、令和8年1月13日（火）   午後１時30分〜４時30分
当所ホームページから受付または電話予約（先着10人）
ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
従業員の交通事故、不動産取引など
弁護士	
経営支援部

令和8年 1月14日（水） 
午後１時30分〜４時30分
当所ホームページから受付または電話予約
営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス
決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境整備・
Web会議など）、サイバーセキュリティ対策などＩＴを活用した経
営・業務課題の改善をお考えの方

（公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部  支援担当者
経営支援部

希望により調整
（申し込みは随時受付）
電話予約
事業承継に関する相談

栃木県事業承継・
引継ぎ支援センター担当者
経営支援部

日　時

日　時

日　時

日　時

日　時

日　時

日　時

日　時

受　付

受　付

受　付

受　付

受　付

受　付

受　付

受　付

内　容

内　容

内　容

内　容

内　容

内　容

内　容

内　容

相談員

相談員

相談員

相談員

相談員

相談員

相談員

相談員

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

問合せ

希望により調整（申し込みは随時受付）
当所ホームページから受付または電話予約
不動産の基礎知識、土地建物等の価格、地代家賃、
有効活用、相続、その他不動産に関わること
(公社)栃木県不動産鑑定士協会所属の不動産鑑定士
経営支援部

希望により調整（申し込みは随時受付）
当所ホームページから受付または電話予約
所得税、法人税、相続税、その他各種相談
税理士　
経営支援部

12月19日（金)、令和8年2月20日（金) 午後１時30分〜４時30分
午後１時〜４時
特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に
関する各種相談
弁理士	
経営支援部
※事前に（公財）栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料 IT 相談会

税務相談

不動産鑑定相談

オンライン経営相談（要予約）

栃木県よろず支援拠点サテライト拠点（原則毎週火曜日・要予約）

法律相談（毎月第2火曜日・要予約）

無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）

事業承継窓口相談（要予約）

不動産鑑定相談（要予約）

税務相談（要予約）

1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）

東商ビジネススクール研修講座
（共催：東京商工会議所）

年間150テーマ、300講座がオンラインで
会員価格｢約50%OFF｣で受講可能

日　時	 12月４日（木） 午前10時～午後４時30分
内　容	 税務申告書の基礎的な内容を知ることで、会社決算と税務申告内

容の相違点を把握し、税制を生かすことができます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 12月5日(金) 午前10時～午後４時30分
内　容	 電話応対やミーティング時に欠かせない英語表現やフレーズを学

び、英語に対する自信をつけていきます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 12月11日(木)  午前10時～午後４時30分
内　容	 さまざまなハラスメントに関する法令等の内容を確認するとともに、

管理職・職場リーダーが身につけておくべきハラスメント予防対策
を学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 12月16日(火） 午前10時〜午後４時
内　容	 貿易取引の一連の流れと基礎的な実務知識を解説し、貿易条件、外

国為替と支払条件など、実務上知っておきたいポイントを学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 12月18日（木） 午前10時～午後４時30分
内　容	 海外企業の支払期日や遅延に対する考え方の違いや商習慣など、

海外取引にて知っておくべき与信管理や債権回収の基本的実務につ
いて学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 12月19日（金）午前10時～午後４時30分
内　容	 相手を尊重しながら自分の意見を率直に伝える「発展的で協調的な

自己主張」のスキルを習得します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

まもなくオンラインで開催する研修講座の一部をお知らせします。

決算書を活用した財務分析基礎講座

ビジネス英語スキルアップ講座
ー電話応対＆オンラインミーティングー

管理職・職場リーダーのための
ハラスメント予防対策講座

貿易実務講座 〔基礎編〕

海外の与信管理と債権回収講座

アサーティブ・コミュニケーション講座

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所ホーム

ページ（東商ビジネススクール研修講座）の
専用申込フォームからお申し込みください。

問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131
■研修内容

※令和７年度の年間研修ガイドブックを発行しました。研修講座内容の詳細や年間スケジュールは、
記載の二次元バーコードからご確認ください。

当所ホームページ
（東商ビジネススクール

研修講座）

講座No.204904

講座No.204768

講座No.204994

講座No.204757

講座No.204769

講座No.204706

「ジギョケイ」のメリットについて

※ ❷と❸を３～４回程度繰り返し、ジギョケイを完成させます
※１回のご訪問で２～３時間程度のお時間を要します

当所へのご相談・お申し込み

「ジギョケイ」策定までの大まかな流れ

1

ご相談者への訪問日の日程調整2

当所職員と専門家が相談者を訪問、
ジギョケイの策定に関するヒアリングや
計画書作りに関する助言

3



青年部
だより

女性部
だより おもてなしギフト

産直
逸品

全国

会 員
情 報 局

メンバーズパーク

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部  TEL028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります
経営の疑問点が解決できます
新たなビジネスパートナーを見つけることができます
宇都宮のまちづくりに取り組むことができます








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株式会社リプレイ
宇都宮市西川田南1-5-4
☎050-5476-0270
https://www.replay-japan.com

供。実店舗で商品販売をしており今後
WEB 上での販売も視野にいれている方や
すでに WEB 販売しているものの売上に伸
び悩んでいる中級者の方まで、現状に合わ
せた最適な施策をご提案します。　

　楽天市場などの EC サイトでの売上向上を
目指す事業者様向けに、集客から販売戦略、
運営効率化までトータルでサポートします。
自身で 10年以上店舗運営してきた経験を生
かし、実践的で再現性のあるノウハウをご提

　ＥＣ運営に 10年以上携わり、楽天ショッ
プ・オブ・ジ・エリア／ Yahoo !ショッピン
グエリアアワードなどに受賞した実績があ
ります。「売上が伸びない」「運営が非効率」
などのお悩みに寄り添い、具体的な改善策
を一緒に考えます。
　個人事業主様や小規模事業者様でも取
り入れやすい方法をご提案しますので、お
気軽にご相談ください。

株式会社 リプレイ

公式サイト
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月
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連
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全
国
大
会
に
参
加
！

　９月17日（水）に｢１人５役の仕事術〜
思考を整え、戦闘力を高める"経営者のた
めの3つの武器" 〜｣と題し、㈲国分寺産業
代表取締役・田村友輝氏をお招きして、
研修例会を行いました。
　ビジネス研修委員会では、メンバーの

「自社企業の発展に直結するビジネススキ
ルの向上」をテーマに、委員会活動をして
います。
　今回は、参加者にとって思考整理・時
間管理・タスク管理・行動習慣づくり・業
務委任といった実務に直結するスキルを学
び、経営に必要な「本当にやるべきこと」に
集中できるヒントを得る機会となりました。
　参加者からは大変好評をいただき、後
日、「もっと詳しく教えて欲しい」という問
い合わせが多数あり、12月の委員会の時
に公開委員会として追加講演も行う運びと
なりました。

　10月10日（金）にホテルニューオータニ
（東京都）で開催された全国大会に、当所
女性部メンバー７人が参加しました。
　クラシック歌手 秋川雅史氏による国歌斉
唱や東京都知事 小池百合子氏などの来賓
挨拶の後、第24回女性起業家大賞授賞式
や全国商工会議所女性会連合会表彰授賞
式が行われました。当所女性部からは、長
きにわたり当所女性部の運営に尽力された
森田陽子顧問が表彰されました。
　全国大会ならではのエネルギッシュかつ
優雅な雰囲気は、参加者それぞれの活力
となったことと思います。
　今月は「うつのみやイルミネーション」に
女性部が出店します。ご来場者の体と心を
あたためる飲食物を販売予定ですので、ぜ
ひ遊びに来てください！
　一緒に活動したいメンバーも募集中で
す！ ぜひお気軽にお声がけください。

講師を務めた田村氏を囲んでの記念撮影！

特別功労者表彰をされた森田顧問を囲んで

ホームページ
公式

ホームページ
公式

ホームページ

「全国おもてなしギフト」は全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店です。
全国の商工会議所会員約２３０店舗、９５０アイテムが掲載されています。 https://omotenashi-gift.jp 公式ホームページ

公式
ホームページ

　宇都宮ねぎにら餃子㈱は、メインの商
品である「宇都宮ねぎにら餃子」を会社
名にするほどねぎにらに惚れこみました。
　ねぎにらは栃木県の農家だけが作るネ
ギとニラのハイブリッド野菜です。ねぎにら
を生産する農家と契約を行い、ねぎにら
餃子を作ってくれる会社に直送してもらい
ます。でき上がった餃子は自社の冷凍庫
に納品され、全国に販売しています。

ねぎにら餃子と日光しもつかれ餃子のセット
　栃木県の代表的な郷土料理として知ら
れる「しもつかれ」を、餃子の具に合わ
せて作った「日光しもつかれ餃子」は、し
もつかれの甘味がつまった餃子で、子ども
でも食べやすい味になっています。宇都宮
ねぎにら餃子㈱が全国に広めていきたい
と思っている栃木県の味です。ぜひ大切
な方に贈ってみてください。

宇都宮ねぎにら餃子（24個入り）×３個と
日光しもつかれ餃子（20個入り）×３個 12,110円（税込）（送料無料）

宇都宮ねぎにら餃子㈱ 店舗／宇都宮市上桑島町1463-2　☎028-657-6725
営業時間／午前11時30分～午後２時30分　定休日／不定休

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！新規・独自性の
あるものは本誌でご紹介します！ 詳細は右記の公式ホームページからご覧ください。
https://www.ucci-support.com

どんな会社？

楽天・EC運営専門ECコンサルティング／売上アップ支援〈無料相談可〉

宇都宮商工会議所  青年部
ビジネス研修委員会委員長  福富　芳彦

（宇都宮木材㈱ 常務取締役）

宇都宮商工会議所  女性部
副会長  永井　京子

（永伝創㈱  取締役会長）

宇都宮商工会議所 青年部 宇都宮商工会議所 女性部 https://www.u-yeg.jp
https://www.u-cci.or.jp/
business/joseibu/
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あ な た も 挑 戦！

宮のもの知り「

」
ク  イ   ズ

問題

th40

平安時代
中　　期

平安時代
前　　期

奈良時代

飛鳥～
奈良時代

飛鳥時代

国風文化

弘仁・貞観文化

天平文化

白鳳文化

飛鳥文化

飛鳥～平安時代の日本の文化区分

１０世紀～
１１世紀

平安遷都～
９世紀

奈良時代
（８世紀）

７世紀中頃～
８世紀初頭

６世紀～
７世紀前半

遣唐使廃止後に成立した
日本独自の文化

唐の影響を強く受けた文化

盛唐期の影響を受けた
国際色豊かな文化

唐代初期文化の影響を受けた
活気に満ちた文化

中国の南北朝時代の影響を受けた
仏教色の強い文化

 時　代 区　分 中国の影響／特徴 成立時期（概略）

13 November  2025 12

年
の
夏
の
暑
さ
は
異
常
で
し

た
。
こ
の
厳
し
い
暑
さ
で
体

調
を
崩
し
た
り
、
売
り
上
げ
に
影
響

が
出
た
り
、
大
変
な
夏
を
過
ご
し
た

方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
2
0
2
5
年
の
夏
は
、
こ
れ
か

ら
の
夏
の
暑
さ
の
起
点
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
国
内
最
高
気
温
の
記
録

が
大
き
く
更
新
さ
れ
ま
し
た
。群
馬・

伊
勢
崎
の
41·
8
℃
で
す
。
07
年
に

埼
玉
・
熊
谷
と
岐
阜
・
多
治
見
で

40
·
9
℃
を
観
測
し
、
山
形
の
最
高

気
温
の
記
録
40
·
8
℃
を
74
年
ぶ
り

に
更
新
し
て
か
ら
日
本
の
暑
さ
の
歴

史
が
動
き
出
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

最
高
気
温
の
記
録
更
新
は
大
変
な

こ
と
で
す
。
5
、6
年
お
き
に
0.1
℃

だ
け
高
く
な
り
、
足
取
り
は
一
歩

ず
つ
で
し
た
。
そ
れ
が
、
今
年
、
兵

庫
・
柏
原
で
7
月
30
日
に
41
·2
℃

と
7
年
ぶ
り
に
0.1
℃
更
新
し
ま
し

た
が
、
8
月
5
日
に
41
·8
℃
と
、

た
っ
た
6
日
で
0.6
℃
も
高
く
な
っ
た

わ
け
で
す
。
こ
れ
ま
で
よ
り
驚
異
的

な
ペ
ー
ス
で
気
温
が
上
が
っ
た
夏
で
し

た
。

　

さ
ら
に
、
最
高
気
温
が
35
℃
以
上

の
日
を
猛
暑
日
と
い
い
ま
す
が
、
全

国
の
お
よ
そ
3
分
の
2
の
地
点
で
猛

暑
日
を
観
測
し
ま
し
た
。
局
地
的

な
暑
さ
で
は
な
く
、
全
国
的
に
厳
し

い
暑
さ
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
東
京

で
は
29
日
、
大
阪
で
は
45
日
と
歴
代

最
多
の
猛
暑
日
と
な
り
、
さ
ら
に
京

都
で
は
61
日
と
、
丸
2
カ
月
も
猛

暑
日
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
夏
の
基
準
は
、
30
℃
以
上

の
「
真
夏
」
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
夏
は
35
℃
以
上
の
「
猛
暑
」
と
、

暑
さ
の
ス
テ
ー
ジ
が
高
く
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
今
年
の
夏
だ
け
が
異
常
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
の
平
均
気
温
は
、
3
年
連
続
で
最

も
高
い
値
を
記
録
し
ま
し
た
。
気
象

庁
は
、
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
数
十
年

に
一
度
の
も
の
と
発
表
し
て
い
ま
す

が
、
23
年
の
記
録
も
同
様
の
研
究
結

果
が
出
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
以

前
は
な
か
っ
た
異
常
な
暑
さ
が
こ
こ

3
年
も
続
い
て
お
り
、
当
た
り
前
の

こ
と
に
な
って
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ

の
猛
暑
は
特
別
で
は
な
い
と
考
え
た

方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

　

猛
暑
は
、
経
営
の
面
に
も
影
響
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
従
業
員
の

健
康
や
安
全
確
保
が
、
こ
れ
ま
で
と

は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
工
場
や

現
場
、
外
回
り
な
ど
、
外
気
と
触
れ

る
仕
事
で
は
、
熱
中
症
の
危
険
が
高

ま
って
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
売
り
上
げ
に
関
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
商
品
が
売
れ
ず
、

損
失
や
在
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
反
対
に
、
猛
暑
用
の
商
品
の

在
庫
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
売
れ
る

物
が
な
く
な
る
機
会
損
失
も
出
て
き

ま
す
。

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い

い
ま
す
が
、
9
月
で
も
猛
暑
日
が
続

く
と
い
う
夏
が
長
い
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
災
害
級
の
猛
暑
に
備

え
て
対
策
を
し
つ
つ
、
売
り
上
げ
を

上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で

の
夏
と
は
全
く
異
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ

で
、
早
め
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

第32回

は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
か
ら
明
治
、

さ
ら
に
昭
和
40
年
代
以
降
に
日
本
の
原
風

景
や
景
観
、
各
地
の
独
自
性
は
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
で
は
、
新
た
な
モ
ノ
が
旧
来

の
モ
ノ
を
消
し
去
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

8
9
4
年
の
遣
唐
使
廃
止
に
よ
る
文
化
の

流
入
遮
断
を
旧
来
と
す
る
と
、
国
風
文
化

の
醸
成
が
新
た
な
モ
ノ
と
な
る
の
か
？ 

そ
も

そ
も
8
9
4
年
以
降
遣
唐
使
は
廃
止
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

教
科
書
で
は
、
東
ア
ジ

ア
諸
外
国
と
の
交
流
が
絶
た
れ
、
文
化
の

断
絶
が
起
き
る
と
そ
れ
に
代
わ
っ
て
国
風
文

化
が
醸
成
さ
れ
る
、
と
遣
唐
使
の
廃
止
と

国
風
文
化
を
つ
な
げ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
古
代
史
の
最
新
の

研
究
で
は
修
正
さ
れ
、「
白
紙
（
8
9
4
）

に
戻
す
遣
唐
使
」
の
覚
え
方
は
「
い
い
国

（
1
1
9
2
）
つ
く
ろ
う
鎌
倉
幕
府
」
と

共
に
無
く
な
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　

遣
唐
使
廃
止
に
関
す
る
記
事
は
『
日
本

紀
略
』
に
「
其
の
日
、
遣
唐
使
を
停
む
」

と
記
さ
れ
、
現
在
は
こ
の
箇
所
を
「
こ
の
時

点
で
は
」
と
解
釈
し
、
派
遣
を
完
了
し
た

の
で
は
な
い
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
菅
原

道
真
は
遣
唐
使
派
遣
団

長
官
と
し
て
「
停
む
」
と

奏
上
し
て
い
ま
す
が
、
彼

は
そ
の
後
も
遣
唐
使
の
肩

書
き
を
使
い
続
け
て
い
ま

す
。
事
業
そ
の
も
の
が
終

了
し
派
遣
団
が
解
散
し
て

い
れ
ば
、
こ
の
肩
書
き
は

使
用
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
は

　

前
回
、
7
世
紀
の
倭
（
日
本
）
が
政
策

と
し
て
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
文
化
を
取
り
入
れ

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
ま
さ

に
古
代
日
本
に
お
け
る
文
明
開
化
と
も
言

え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
の
流
れ
は
教
科
書

で
は
表
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
、
９
世
紀
以
前

ま
で
は
い
ず
れ
も
中
国
の
影
響
を
受
け
て
華

開
い
た
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
概
観
す
る
と
、
6
世
紀
か
ら
遣

唐
使
が
廃
止
さ
れ
た
と
さ
れ
る
9
世
紀
末

ま
で
の
3
0
0
年
以
上
、
あ
る
い
は
弥
生

時
代
の
稲
作
や
青
銅
器
・
鉄
製
品
製
作
の

技
術
伝
来
か
ら
お
よ
そ
6
0
0
年
、
東
ア

ジ
ア
の
文
化
が
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
流
入

し
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し

か
し
、
教
科
書
が
示
す
よ
う
に
列
島
の
中

に
一
律
に
文
化
が
到
来
し
享
受
し
た
（
で

き
た
）
の
で
し
ょ
う
か
？ 

文
化
や
技
術
の
伝

わ
り
方
や
受
け
入
れ
ら
れ
方
、
定
着
・
消

長
は
地
域
差
が
あ
っ
て
当
然
で
、
そ
れ
ら

が
長
い
年
月
を
経
て
醸
成
さ
れ
、
地
域
の

景
観
や
風
景
、
あ
る
い
は
方
言
や
人
々
の
営

み
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
の
中

で
、
こ
れ
ら
が
大
き
く
変
化
し
た
変
換
点

「
一
時
中
止
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

は
、
道
真
が
な
ぜ
中
止
あ
る
い
は
延
期
を
奏

上
し
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
、
課
題
が
山
積

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で

最
大
の
課
題
は
財
政
逼
迫
に
よ
る
経
費
の
問

題
、
い
わ
ゆ
る
費
用
対
効
果
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
中
止
が
決
定
さ
れ
た
9
世
紀
末
か
ら

半
世
紀
ほ
ど
遡
る
と
、
列
島
各
地
で
災
害
や

疫
病
が
頻
発
、
そ
れ
に
よ
り
税
収
は
相
当

落
ち
込
ん
だ
こ
と
と
想
定
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

こ
の
頃
に
な
る
と
大
宰
府
（
博
多
）
を
起
点

に
民
間
商
人
の
往
来
が
活
発
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
公
費
に
よ
る
渡
航
事
業
で
は
な
く
、

今
風
に
言
い
換
え
れ
ば
民
間
活
力
の
導
入
が

図
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文化が醸成されるとき
下野市立しもつけ風土記の丘資料館  山口  耕一

菅原道真（『前賢故実』巻五、国立公文書館デジタ
ルアーカイブより）

①ゆうあい広場　②元気広場　③健康広場　④親子広場

〈今月号の答え〉 ① ゆうあい広場
〈解説〉  「ゆうあい広場」は、うつのみや表参道スクエア6階にあり、大型遊具等での健全なあそびや工作教室等の活動を通じ、子どもた

ちの心身の健康を増進し情操を豊かにすることを目的とした広場です。

うつのみや表参道スクエア6階にある、
大型遊具等のある広場は何と呼ばれていますか？

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士に登録。日本テレビ「スッキ
リ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21 年に越谷税務署長表彰受賞。趣味の鉄道では、鉄道イベント
出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミングやダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合わせて幅広く活躍中。地元の「三
郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域とも関わりも深めている。

第32回

今

「
今
年
の
猛
暑
が
当
た
り
前
の
夏
に
」

気
象
予
報
士
兼
税
理
士
　
藤
富
　
郷



　

うるま市
Okinawa

Utsunomiya
Maebashi Mito

友 好 都 市

キタカンだより
11月��������

宇都宮市前橋市 水戸市

北関東自動車道の開通で、より近くなった北関東の三県。
知っているようで案外知らない「お隣さん」群馬県・茨城県の魅力や観光スポットをご紹介します。ぜひ足を延ばしてみてください。

宇都宮市が初めて国内の都市と友好都市提携を結んだ
沖縄県うるま市の魅力をお伝えします。

心に潤いをミュージアムガイド

先月号の答え締め切り／

ナンプレで脳トレ！
1
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　今号から会報誌のデザインを一新し、誌
面全体の見やすさと読みやすさを重視したデ
ザインに変更しました。記事やコーナーは従
来のままに、より親しみやすく、地域の皆さ
まに身近に感じてもらえる誌面を目指しました。これからも
当所の取り組みや地域のトピックなど、事業に役立つ情報
を積極的に発信していきたいと思いますので、引き続きご
愛読のほどよろしくお願いします。（担当：塚田）
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　冬の宇都宮を彩る「うつのみやイルミネー
ション」を、今年も市内中心部で開催します。
オリオンスクエアや釜川沿いをはじめ、街一
帯が光に包まれ、幻想的な景観をお楽しみ
いただけます。今年は 11月20日（木）にオリ
オンスクエアで点灯式を行い、冬の夜空にイ
ルミネーションが一斉に輝きます。ご家族や
ご友人など、大切な人とともに、光あふれる
街歩きをぜひお楽しみください。

【開催期間】
11月20日(木) ～令和8年1月18日(日)
午後5時～10時
※終了時間は会場ごとに異なります。

【会　場】
釜川、オリオンスクエア、バンバ通りほか市
内中心部

　私たちの暮らしに欠かせない「食」。私たちが普段、食卓で頂く全ての「食」には、多くの人が関わっ
ています。農家、漁師、食品加工者、販売店、そしてお料理を作る人たち。
　うるマルシェは「沖縄の食」に関して、情報発信基地となるとともに食に関わる多くの生産者と、買
い手を繋ぐ活動をしています。
　また、うるマルシェでは営業活動で得られた収益を地域に再投下し、うるま市経済のエンジンとし
て地域を活性化させるために取り組んでいます。
　うるマルシェでは、通販を通して全国にうるま市の特産品をお届けしています（マンゴー、山城牛、
うるまの海ぶた、山羊料理、県産野菜、県産果物、もずくetc.）。

（｢うるマルシェ｣は、㈱ファーマーズ・フォレスト（宇都宮市）が運営しています。）

　10月10日、ぐんまフラワーパークが
「Gunma Flower Park＋」（ぐんまフラワー
パークプラス）としてリニューアルオープン。
　コンセプトは「Enjoy！花とあそぶ」。見る
だけでなく、摘んだり香りを体験したり、ブー
ケを作ったりと、花とさまざまな形で遊べる
施設に生まれ変わりました。
　リニューアルで、園内には期間限定を含
む5つの飲食店と2つのショップ、アクティビ
ティができる体験スタジオを新設。
　秋には、約5700株に増えたバラのほか、
園のオリジナル品種「ココンジョーヌ」も見る
ことができます。ぜひ、お越しください。

【開園時間】
〈通常〉9:00～17:00
〈冬季ライトアップ期間〉12:00～20:30
※イベント日は変更になる可能性がございます。

【入園料】
大人 900円～ 1,800円
小人（小中学生） 300円～ 600円
ペット 200円

【休園日】 火曜日（祝祭日の場合変更あり）

　令和4年末に逝去した建築家・磯崎新の
没後、国内初となる大規模回顧展を開催し
ます。決して単一の領域にとどまらない磯崎
の軌跡をたどるとともに、自身が設計した水
戸芸術館を舞台に、建築の枠を超えた活動
を俯瞰的に紹介します。

【期　間】 
令和8年１月25日（日）まで

【時　間】 
午前10時～午後6時（入場は午後5時30分まで）

【休館日】 
月曜日（祝日の場合は翌日）
年末年始（12月27日～１月３日）

【会　場】  水戸芸術館現代美術ギャラリー
【入場料】 
一般 900円、団体(20人以上) 700円
※高校生以下／ 70歳以上、障害者手帳な
どをお持ちの方と付添の方１人は無料

うつのみや
イルミネーション２０２５

生産者と買い手を繋ぐ「うるマルシェ」

問合せ／	うるま市役所 商工振興課
	 (うるま市みどり町１-１-１ 西棟１階）  
	 ☎ 098-923-7634

問合せ／	宇都宮まちづくり推進機構
	 ☎ 028-632-8215

通販を通して全国にうるま市の
特産品をお届けする「うるマルシェ」

※最新情報は各施設にお問い合わせください。

問合せ／	水戸芸術館
	 〒310-0063 
	 茨城県水戸市五軒町 1-6-8
	☎︎  029-227-8111
	 https://www.arttowermito.or.jp

うつのみや
イルミネーション

2025

インスタグラム

昨年の「うつのみやイルミネーション」

「Enjoy！ 花とあそぶ」を
コンセプトに花と遊べる
体感型フラワーパークへ。

企画展
『磯崎新：群島としての建築』

問合せ／	 Gunma Flower Park＋
	 （ぐんまフラワーパークプラス）
	 群馬県前橋市柏倉町2471-7
	 ☎027-283-8189

「磯崎新：群島
としての建築」

公式ホームページ

詳細はこちら

空いたマスに1から9までの数字を埋めて完成させ
ましょう。
◎タテ・ヨコ各9列と太線で囲んだブロック（3×3

の9マス）の中に同じ数字は使えません。
◎最後に、二重枠に入る二つの数字の合計をお答

えください。

下記の解答フォームを読み取り、メールフォームから解答
してください。ハガキの場合は、住所、氏名明記の上、宇都
宮商工会議所「天地人」担当までお寄せください。正解者
の中から5名様に500円分の図書カードをさし上げます。

※当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。
※ 個人情報保護法に基づき、いただいた情報は上記目的以外には

使用しません。解答フォーム

〒320-0806 
宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係

ナンプレに挑戦して図書カードをGETしよう！
ナンプレで数字に強くなろう！ 集中力を判断力を鍛えるビジネス脳トレ

11月30日到着分まで 15

どこを見ても花と緑に囲まれる、没入型ガーデン

企画展「宮城県美術館コレクション 絵本のひみつ展」
12月21日（日）まで
　宮城県美術館の絵本原画コレクションは、月刊絵本「こどものとも」の初期作品と、
そこから絵本の世界に羽ばたいていった作家たちの手による原画を核に形成されて
います。（中略）本展では、「ぐりとぐらのえんそく」をはじめとする宮城県美術館所
蔵の絵本原画約180点を展示します。原画一点一点に向き合うからこそ味わえる、
描き手のタッチや画材の質感にも注目し、「絵本のひみつ」を探ります。（同館ホー
ムページより）
一般＝1,250円／大・高生＝600円／中学生以下無料

企画展「異常の色・形～時に思いが宿るもの～」
11月24日（月）まで
　私たちの暮らしの中には、さまざまな色や形があふれています。身近な道具の
色や形に注目してみると、自然のものを上手に利用してきた先人たちの工夫を感じ
ることができます。しかし、それだけではありません。私たちは、行事や儀式、ま
じないなど、特別な時には特別な色や形を多用します。（中略） この展示では、色
と形、さらには異質であるものに関する栃木県の事例を通して、人々の考え方や
世界観などを読み取ろうと試みます。（同館チラシより）
一般＝260円／大・高生＝120円／中学生以下無料

企画展「ライシテからみるフランス美術－信仰の光と理性の光」
12月21日（日）まで
　「教会の長女」か、「革命の娘」か、それとも――。
　キリスト教の神の威光に支えられたブルボン王朝に終わりを告げ、新たな時代
を照らす光を人間の理性に見出したフランス革命。その理想は恐怖政治へと陥り、
多くの犠牲を生んだ末、安定した社会の実現に至ることはありませんでした。（中略）
　本展では、フランス革命から20 世紀半ばへと至る時代に焦点を当て、優れた
作品の数々を、それを生み出した信仰や社会の変化に沿ってご紹介します。民主
主義社会の創設――すなわち人が人の力で社
会を作り上げようと模索する時代に、人が作る
物に宿る聖性の起源と行方を追いかけていき
ましょう。（同館ホームページより）
一般＝1,200円／大・高生＝1,000円
中・小生＝800円

栃木県立美術館　☎028-621-3566 宇都宮美術館　☎028-643-0100�

栃木県立博物館　☎028-634-1311�
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